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地球に暮らす全ての人々にとって、環境問題は重大な関

心事となっています。私たちが将来に渡って、継続的に

質の高い暮らしを維持していくためには、環境保全活動

への取り組みは大きな意味があります。私たちはそれぞ

れの事業の中で、一人一人が担っている仕事と環境との

関わりを考えながら、環境への負担軽減を継続して行っ

てまいります。

日本ハムグループは、コンプライアンス（倫理、法令遵

守）に基づく企業風土を確立し、「顧客満足」を基本とす

る企業活動により、社会やお客様から信頼され、真に必

要とされるよう努力いたします。

企業市民として、私たちは「食」を扱う立場に立ちその

使命を担います。生活者の立場に立ち、信頼できる製品

の提供、健康づくりへのお手伝い、畜産資源の有効利用

の技術開発、エネルギーや資源の有効活用の面から、生

活者の暮らしの質をより高めることに役立っていければ

と考えています。

私たちが目指す「幸せな食創り」の実現のためには、何

よりも従業員一人一人の意識改革と持続的な努力が必要

です。遵法意識の徹底、環境問題への意識の高揚と、そ

れに基づいた行動が何より大切だと考えています。

本環境レポートは、昨年の初回発行に引き続き、第2回

目のものとなります。

今回は環境への取り組みに加え、安全・安心な商品の提

供や社会貢献活動など、サステナビリティ（持続可能性）

的要素も取り入れました。

不十分な面も多々ありますが。今後も、さらなる充実を

図っていきますので、ぜひご一読の上、日本ハムグルー

プの環境保全活動のあらましと今後の方向性をご理解い

ただければ幸いと存じます。 ・対象範囲

この環境レポートは、環境省が2001年に発行した『

環境報告書ガイドライン』に沿って、日本ハム㈱国

内事業所および国内関係会社（以下日本ハムグルー

プと表記）の事業活動を対象としています。

・対象期間

データ部分に関しては、2001年4月1日～2002年3月

31日の1年間の事業活動をまとめています。また、

経営方針、コミュニケーション活動などについては

、一部最近の内容を掲載しています。

・対象分野

主に日本ハムグループの環境活動を中心に、商品開

発、社会貢献活動など社会・経済的な事業活動も掲

載しています。（データの対象は27ページ以降に記

載しています）

・おことわり

この文書の記載事項については、数量、金額などは

概数によるものがあり、また、今後変更される場合

もあります。

※サステナビリティ／環境、経済、社会の三要素をバラン

スよく発展させ、持続可能な地球にしていく「サステナー

ブル・ディベロップメント」の考え方のこと。
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基本方針日本ハムグループの概要

会
社
概
要

日本ハムグループの主要な製品

企
業
理
念

環
境
憲
章

（億円）

（億円）

経常利益

事業の構成比（％）

所在地別構成比（％）

ニッポンフード

ジャパンフード

日本ドライフーズ協同食品

日本ファインフードトーチクハム

マリンフーズ

日本ビジネスソーシング

函館カール・レイモン

鎌倉ハム富岡商会

ヘルマン

ベルタスフーヅ

日本ルナ

連結売上高組織名称� 日本八ム株式会社

� 日本ハムグループ

� NＩPPON MEAT PACKERS INC.

設立� 1949年5月30日

本社所在地� 大阪府大阪市中央区南本町3-6-14

代表者� 代表取締役社長　藤井良清

資本金� 241億6,500万円(2001年3月31日現在)

主要国内グループ会社　日本スワイン農場㈱、日本ホワイトファーム㈱、

ニッポンフィード㈱、日本フードパッカー㈱、

日本ピュアフード㈱、東北日本ハム㈱、静岡日

本八ム㈱、長崎日本ハム㈱、日本ハム食品㈱、

日本ハム惣菜㈱、㈱鎌倉ハム富岡商会、㈱函館

カール・レイモン、㈱ヘルマン、ベルタスフー

ヅ㈱、トーチクハム㈱、日本ハム北部直販㈱等

5社、東日本フード㈱など5社、マリンフーズ㈱、

日本ルナ㈱、日本ファインフード㈱、日本物流

グループ㈱、日本ドライフーズ㈱、ジャパンフ

ード㈱、日本ビジネスソーシング㈱等116社

従業員数� 27,000名（2002年3月現在/グループ合計.嘱託・

パート含む）

● ハム・ソーセージ部門 ● 加工食品部門 ● 惣菜部門 ● 食肉部門 ● 鎌倉ハム富岡商会 ● 函館カール・レイモン ● ベルタスフーヅ ● マリンフーズ ● 日本ルナ

● 企業理念

１.�わが社は、「食べる喜び」を基本のテーマとし、

時代を画する文化を創造し、社会に貢献する。

２.�わが社は、従業員が真の幸せと生き甲斐を求める

場として存在する。

● 経営理念

１.�高邁な理想をかかげ、その実現への不退転の意志

をもって行動する。

２.�人に学び、人を育て、人によって育てられる。

３.�時代の要請に応えて時代をつくる。

４.�品質・サービスを通して、縁を拡げ、縁あるすべ

ての人々に対する責任を果たす。

５.�高度に機能的な有機体をめざす。

● 環境理念

日本ハムグループは、自然の恵みに感謝し、美しい地

球を次世代に残すことは私たちの責任であると考え、

企業活動のあらゆる面で継続的に環境保全に取り組み

ます。 

● 行動指針

我々は、環境問題への理解を深め、一人一人の業務に

おいて、環境へのやさしさを実践します。 

１.�環境・安全に配慮した商品・サービスの開発に努

めます。 

２.�省エネ・省資源・環境負荷低減に努めます。 

３.�推進体制の整備や意識向上をはかり、環境管理シ

ステムの充実に努めます。 

４.�法規制の遵守はもとより必要に応じて自主基準を

設定し、環境保全水準の向上に努めます。 

５.�環境保護活動を通して、地域社会との協調・融和

に努めます。

ＮＩ手帳について
日本ハムグループ従業員は、企業理念、
行動指針などがまとめられた「ＮＩ手
帳」を常に携帯しています。この中に
環境宣言、環境憲章も盛り込まれてい
ます。ＮＩとは、「日本ハムアイデンテ
ィティ」の頭文字を現します。
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推進組織体制日本ハムグループのビジョン

私たちの提供する食品は、単なる商品ではなく食卓に楽しみ

や喜びをもたらしてくれる力があると信じています。健康の

ための栄養補給とともに、美味しさを共に味わう喜びをも提

供していきたい――これが私たちのかかげる「幸せな食創り」

の基本です。

●

スポーツの後の食事はとても美味しいものです。体に必要な

栄養の補給でさらなる健康がもたらされ、ますますスポーツ

が楽しくなります。このような循環が、日々の暮らしの中に

楽しさや喜びをもたらし、健全な体と豊かな心を育んでくれ

ます。食の充実だけでなく、スポーツや文化に貢献していく

ことが、クオリティ･オブ・ライフの向上に役立つものと考

えています。

●

私たちの暮らしは地球環境と密接に関わっています。同じよ

うに、日本ハムグループの事業も自然環境からもたらされた

豊かな資源から成り立っています。人々の健康と私たちの事

業を支えている共有資源が自然環境なのです。私たちは「幸

せな食創り」の実現のために、多くの方と協力しながら、環

境保全活動に積極的に取り組んで行きたいと考えています。

 ● 推進組識

日本ハムグループ全部門によって環境活動が推進されます。

環境対策委員会は、全部門の代表者によって組織され、全体

の活動に関する方針、重要事項の審議・承認などを行ないま

す。

 ● 環境対策委員会は、容器包装小委員会と生産小委員会の分

科会を持ち、より専門性の必要な課題に対しての実務を担

います。

 ● 容器包装小委員会は製品の容器包装に対しての環境対策、

生産小委員会は工場等製造事業所の環境対策を扱います。

  ● 本社、支社にはそれぞれオフィスに関する環境対策を行

なうための委員会があり、営業及び各工場など事業所別に

環境管理責任者が任命され、環境活動の推進を担っていま

す。

 ● 加盟団体�日本ハム・ソーセージ工業協同組合、日本食肉

加工協会、日本ハンバーグ・ハンバーガー協会、

食品産業センター、日本食鳥協会

 ● 環境関連関係団体　日本容器包装リサイクル協会、プラス

チック容器包装リサイクル推進協議会、グリー

ン購入ネットワーク、日本鳥類保護連盟、日本

環境への取り組みは、日本ハムグループの事業を支え、

人々の健康に関わる｢食｣に直結する共有資源を守ること。

「幸せな食創り」の実現のために、

各組織が連携し、グループ全体で環境保全を推進しています。

事業
活動

幸せ
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社会

環境
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・食
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造

・モ
ラル
の徹
底
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・安
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供と

原材
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進
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ーツ
を

通じ
た

心と
身体
の

健康
づく
り

日本ハムグループの事業活動を支える

要素として食とスポーツ、環境を中心

に位置づけ、生活者の共感を得られる

企業価値の創造を目指しています。

生活
者が
安心
して

活動
でき
る環
境保
全

・地
域社
会と
の連
携

・ス
ポー
ツ振
興

・ク
オリ
ティ
・オ
ブ・
ライ
フ

　の
促進

コミ
ュニ
ケー
ショ
ン活
動

環境
保全
活動

食品
事業
活動

日本ハムグループの
環境保全活動の位置づけ

本社
情報システム
部門

営業部門
ハム・ソーセージ
部門

加工食品
部門

担当役員

環境室

環境対策委員会

安全管理室

容器包装小委員会

生産小委員会

本社事務室環境対策委員会

東京オフィス環境対策委員会

各事業所・事業会社の一人一人

お客様（生活者／お取引先様／地域社会）

Fa c e  to  Fa c eFa c e  to  Fa c e

社長

惣菜部門食肉部門支社中央研究所

※クオリティ・オブ・ライフ／生活の質、人生･生命の質を重んじる姿勢を表わします。

※
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環境目標

日本ハムグループでは、2000年4月にスタートした3カ年の中

期経営計画を受けて、環境への取り組みテーマの具体的内容

と年度毎の目標値を明確にした「日本ハムグループ環境マネ

ジメント計画」を作成し、各部門及びグループ各社で実行し

ています。これまでの環境目標と進捗状況は以下の通りです。

 ● 環境教育

日本ハムグループでは、従業員の環境意識の向上や理解を図

るため、従業員の各階層で行われる研修制度に環境教育を組

み込んでいます。また、社内報『新風』社内LANを通じた環

境メールマガジンや環境情報紙『環境ニュース』の発行を通

じて、グループ内での環境への取り組み、法改正、環境に関

する情報などを提供しています。また、2001年度は『環境レ

ポート2001』を従業員全員に

配布し、日本ハムグループの

環境への取り組み姿勢と活動

状況の認知を図りました。ま

た、随時社外の講習に参加し

て知識の向上に努めています。

環境保全活動の確実な推進のために、

目標を設定し、進歩状況をチェックしています。

 ● ISO14001の認証取得事業所

1999年取得　小野工場

2001年取得　茨城工場、兵庫工場、和歌山工場、徳島工場

 ● 2002年ISO14001の認証取得事業所

�� 長崎日本ハム㈱、旭川工場

長崎日本ハム㈱における審査風景 日本ハム旭川工場の審査風景

長崎日本ハム㈱

 ● ISO14001の認証取得状況

日本ハム各工場のISO14001の認証取得は順調に進捗し、2001

年度までに下記の5工場で認証取得を取得しました。

 ● 日本ハム7事業所で

　ISO14001認証取得。

2002年6月に、旭川工場および長

崎日本ハム㈱でISO14001の認証取

得をいたしました。長崎日本ハム

㈱はグループ会社として初の取得

となります。今後はグループ各社

での取得を進めていきます。

旭川工場

「自動車使用管理計画書作成・提出に関す
る説明会」７月２３日（大阪府）

 ●�環境ニュースを継続発行

日本ハムグループでは、グループ従業員全員に環境に対する

情報提供を行なうために、定期的な環境情報紙『環境ニュー

ス』を発行。2001年度も、グループ内での環境への取り組み

や、法改正、環境に関する知識の解説などを紙面で紹介して

います。

ポスター状の『環境ニュース』

テーマ・目的 2000年度結果 評価

○

2001年度目標 主な活動内容 2002年度目標

ISO14001認証取得

の拡大

8工場の

計画確定

（順調に導入）

4工場認証取得

（計5工場取得）

2001年度4工場にて認証取

得。その他5工場も2002年

度中に取得の見込

リサイクル率100％

（ごみゼロ化）

77.5％を達成
リサイクル率

88％

廃棄物の発生抑制

（1999年比）

53.6％に

削減

廃棄物発生量

77％

（1999年比）

排水・減水対策

（製造㎏当　1999年比）

67.8％に

削減

排水率

85.5％

農場

排水・汚泥堆肥化推進

調査完了
濾過ケーキの

有価資源評価

2000年度目標

スケジュール

決定・開始

リサイクル率

77％

廃棄物発生量

88％

排水率

90％

汚泥処理調査

実施

1999年度

は70％ ）

グループ

会社含む（ ）

（

製造㎏当り

1999年比 ）（

●
製
　
造

●
販
　
売

●
管
　
理

○

◎

◎

○

環境意識の高揚
環境担当者

設置

ボランティア参加

10％増

廃棄物削減

（販売事業所）

（営業部門の）

調査開始、完了

段ボール

リサイクル

60％

オフィスゴミの

リサイクルシステム構築
35％

39％

リサイクル率

55％

事務用品

グリーン購入の推進

グリーン購入率

50％

4工場認証取得

（計5工場取得）

79.4％

63.4％

（1999年比）

70％

製造㎏当り

1999年比 ）（
排水率70％を維持

評価作業未完了

13％増

40.6％

55.5％

50.8％

5工場認証取得

（計10工場取得）

リサイクル率

90％達成

廃棄物発生量

63.4％

（1999年比）

有機性肥料の

ＰＲ資料作成

環境マナー

基準作成

段ボール

リサイクル

60％

リサイクル率

60％

グリーン購入率

55％

販売部、営業所に

環境担当者設置

事業所廃棄物

調査

リサイクル率

50％

グリーン購入率

50％

2001年度結果 評価 掲載頁

7－8

19ー20

9－10

22

21

12

25

24

24△

△

○

○

○

△

◎

◎

△

○

○

○

△

（注１）上記目標は、部門毎に設定したテーマ目標の主なものを挙げております。グループ全体での目標ではありませんので、２６、２７ページの実績値とは一致しません。
（注２）廃棄物の発生抑制は２０００年度結果が目標を大幅に達成し、当初２００２年度目標を上回ったため、当初目標値を変更しました。

廃プラの燃料利用､動物性残

渣の肥料化等

分別回収、リサイクルの推進

など

高圧洗浄、水量調節などの対

策及び節水教育

成分、性状分析、基礎テスト

及び食餌テスト準備

テグスクリーン活動、ＣＣＣ

活動等への参加

販売部別実施状況をシステム

にて管理

リサイクルＢＯＸ活用、ごみ

箱探検隊等の活動

対象を拡大した為、目標再設

定。ベンリネット利用部署の

拡大により推進
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INPUT

O UTPUT

INPUT

O UTPUT

※バーチカル・インテグレーション・システム／食品の原材料生産･調達から処理・加工、流通・販売まで、すべてのプロセスを一貫して管理運営していく仕組みです。

※

事業活動と環境への影響

日本ハムグループの事業活動の大きな特徴は、生産飼育から

処理、加工、流通、販売までのすべてのプロセスを、グルー

プ会社が一貫して管理運営する「バーチカル・インテグレー

ション・システム」にあります。このシステムを早くから確

立したことで、健康で安全な家畜の生産管理から、お客様の

手元に届くまでのすべてのプロセスで品質管理が可能になり

ました。食品を提供する企業の使命である安全・安心な製品

を提供していくための大きな原動力になっています。

さらに、このシステムは、廃棄物の削減や、資源の有効活用、リ

サイクルの効率化など、環境への影響の面でも多くのメリッ

トを生み出しています。

日本ハムグループでは、グループ全体の事業活動の流れと、

各プロセスでの環境への影響を的確に把握し、「バーチカル・

インテグレーション・システム」を利用していくことで、ト

ータルな視点から地球の資源やエネルギーの効率的な有効活

用が図れます。

今回は、食肉関連事業を中心に構成いたしましたが、今後は

発酵乳事業、水産関連事業など日本ハムグループ全体を網羅

し、さらなるデータの充実を図っていきます。

日本ハムグループ独自のバーチカル・インテグレーションシステムが、

環境負荷の削減と資源の有効活用を可能にしています。

製 品

飼料 原材料 エネルギー 包装材

ファーム パッカー 加工工場

排水

処分

外部利用

廃棄物大気排出

資源の有効活用

再資源化

営業所
物流センター

お得意先様

発酵乳事業 水産関連事業

容器包装リサイクル

お客様
（食肉事業・肥育） （食肉事業・処理） （　　　　　　　）ハム・ソーセージ事業

加工食品事業
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飼　料原　料

554,312t

日本ハムグループ
ブタ：60万頭

トリ：4,100万羽

製品：591,336t

処分量：18,253t
再資源化量：406,129t

再資源化率：95.7％

廃棄物

424,382t

排　水大気排出

CO2：383千t-CO2

NOx：359t

SOx：421t

排水：8,059千m
3

ブタ：20万ｔ

トリ：26.5万ｔ

エネルギー

燃料：96,531k 

電力：355,874千kWh

用水：9,945千m
3

INPUT

OUTPUT

INPUT・OUTPUTトータルデータ

日本ハムグループの各工場での原料・エネルギーなどの環境から

のインプット要因と、大気排出、排水、廃棄物などのアウトプット要

因をデータでまとめたものです。詳しくはP27をご参照ください。

●�ファーム・パッカー・加工工場の詳し
いデータは27ページ～32ページをご参
照ください。

●�日本ハムグループでは、食肉関連事業の他にも発酵乳・水産関連事業分野での事業展開を行っ
ています。今後すべての事業分野でのデータ集約とご報告を目指していきます。

対象：日本ホワイトファーム㈱4事業所、日本スワイ

ン農場㈱4事業所、ハム・ソーセージ事業本部

9工場、加工食品事業本部4工場、惣菜事業本

部7工場、食肉事業本部１１工場、東北日本ハ

ム㈱2工場、協同食品㈱、南日本ハム㈱、㈱函

館カール・レイモン、ベルタスフーズ㈱、㈱鎌

倉ハム富岡商会、トーチクハム㈱、日本ドライ

フーズ㈱、マリンフーズ㈱、日本ピュアフード

㈱9工場、日本ハム㈱97営業所�      



商品企画・開発時の環境対策-2商品企画・開発時の環境対策-1

生活者の意識の高まりに応える、

環境と安全と健康に配慮した商品開発を進めています。

環境保護活動を支援する商品キャンペーン

収益の一部を森林資源の造成や国土環境保全活動に役立てる

森の薫り「みんなの森林キャンペーン」を始めました。

『森の薫り』は、ロースハム、ボンレスハム、薄切りベーコ

ン、ショルダーベーコン、ウインナーソーセージなどのライ

ンナップからなる商品シリーズとして、1993年に発売を開始

しました。このシリーズの特徴は「薫り」にあります。ハム

やソーセージの製造にはスモークという工程があり、木々を

細かく砕いた「チップ」を使用します。このスモークで「薫り

」を出すために、森林資源の力を借りることが欠かせません。

このキャンペーンは『森の薫り』を生み出している森林資源

保護のために『環境保全活動として何かできないだろうか」

という販促担当者の発案から企画されたものです。この活動

場所として大成山（兵庫県・龍野市）を選定し、2002年3月1

日（金）、近畿中国森林管理局（大阪市・北区）において『法

人の森林（分収育林）』契約の調印式を行いました。

環境負荷を低減する包装材・パッケージの開発

日本ハムグループの提供する製品が、工場で生産され、お店

に配送され、お客様の食卓に届くまで商品を安全に守ってく

れるのが梱包材や包装材です。しかし、それらを廃棄するこ

とで環境にも大きく影響を与えます。効率のよい輸送、陳列、

ご家庭での廃棄などを考慮し、環境へのアウトプットをでき

る限り抑えていくことは、環境負荷の低減にとってとても大

切なことだと考えています。

● ギフト用化粧箱・宅配用包装材の環境配慮・省資源化への

　取り組み。

宅配用の簡易包装転換やギフト化粧箱などで、解体しやすく

コンパクトに破棄することのできるパッケージを開発、実用

化等きめ細やかな改良を積み重ねています。10年前と比較し

て、一年間で約300トンの資材の削減ができました。

『森の薫りシリーズ』の収益

の一部を森林資源の造成や国

土環境保全活動に役立ててい

ます

農林水産省林野庁の『法人の森林』制度を

利用して『みんなの森林プロジェクト』を

立ち上げました。収益の寄付だけでなく、

森林保全活動に実際に参加することで、生

活者の方々や流通の皆様にも参加貢献して

いただけるプロジェクトです。

日本ハム

森林保護活動

お取引先様

『森の薫り』

森林を守ろう運動ロゴマーク「薫り」のモトになるチップ

密閉空間でのソーセージのスモーク工程

植樹にも熱が入る

森林保全活動地・大成山（兵庫県）

約
1500ｔ

約
1200ｔ

ポリプロピレン
平均2.2ｔ
年間1.5ｔ

コートボール製の
外装箱

片ツヤクラフト紙
ＰＥ加工
平均24ｇ
年間約29ｔ

ＰＥ（ポリエチレン）
炭カル入り
平均20ｇ
年間約24ｔ

リサイクル可能

クールＢＯＸ
用の外装箱
（コートボール）
平均130ｇ
年間約26ｔ

箱用
150ｇ

水分（97％）
平均700ｇ
年間約280ｔ

1／10

1／10

1／3

ピーク時の1／3

コートボール
段ボール
年間
約980ｔ

発泡スチロール
平均110ｇ
年間約45ｔ

不織布Ｅ段貼
布＝レーヨン等
1個当平均26ｇ
年間約145ｔ

成型中ゲス
ポリエステル
平均12ｇ
年間約60ｔ

1990

化粧箱 クールボックス 包装資材

蓋・身 中ゲス 蓄冷剤発泡ＢＯＸ 宅配用紙袋宅配用白箱 簡易スリーブ

年間使用量
（ｔ）

1995

2000

2002

10年前と比較すると、１年間の平均で約300ｔの資材の削減となる。

全体の約8割～9割が
成型品に変更
年間で約60ｔの資源
が削減されている

ピーク時の1／3に縮小、
箱に転用したとする
と290ｔ／年が削減

ク
ー
ル
Ｂ
Ｏ
Ｘ
の
減
少
と

と
も
に
廃
止

● 脱塩素樹脂採用のパッケージ

健康と環境にやさしい『森の

薫り』シリーズの購入を通じ

て、生活者の方々に気軽に環

境保全活動に参加していただ

けます。

生活者

11 12
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商品企画・開発時の環境対策-3

安全・安心な商品提供のための対策

生活者にとって、一番身近な環境要因は直接身体に取り込む

ことになる空気と水と食品です。また、この三要素は、自然

環境の大きなサイクルを構成するものでもあります。日本ハ

ムグループでは、安全・安心な商品の提供も大切な環境対策

の一環として捉え、生活者の方に安心して召し上がっていた

だくための仕組みづくりを進めています。

 ●�せき髄完全除去の実施

日本フードパッカー㈱は、枝肉解体時

に、ＢＳＥの潜在特定部位とされるせ

き髄の完全除去を行っています。せき

髄吸引除去装置を導入し全頭検査の上、

危険4部位の完全除去・焼却処分を行っ

ています。

 ●�ラベル・表示の適正確保

日本ハムグループでは、加工食品に義

務づけられた原材料、使用添加物など

の表示の適正確保を遵守しています。

また、2002年4月から開始された加工

食品に含まれるアレルギー物質の表示

にも取り組んでいます。

 ●�合成保存料を使用しない

�新鮮度管理システム

ハム・ソーセージ部門では、安心・安

全な食品の提供のために、独自の鮮度

管理システムを定めました。原料肉が

商品となってお客様に届くまでのトー

タルな衛生管理を強化するものです。

その結果、日本ハムのつくるソーセー

ジ商品『シャウエッセン』『森の薫り』

『ウイニー』は、合成保存料を使わず

にお届けできるようになりました。

 ●�省令特定原材料キット

�「FASTKIT」シリーズ

食品衛生法関連法令の改定により、ア

レルギー物質を含む食品に関する表示

が新たに定められました。対象となる

のは、重篤なアレルギー症状を引き起

こす可能性のある卵、牛乳、小麦、そば、

落花生の5つの特定原材料タンパク質

です。日本ハム中央研究所では、この

改定に対応した特定原材料検査キット

『ＦＡＳＴＫＩＴ』シリーズを開発・発売し

ています。このキットは、これまでの単

一の抗原タンパク質を検出する方法と

は異なり、複数の抗原タンパク質を同

時に検出できる特徴を持っています。

 ●�牛肉トレーサビリティの強化と徹底

安全で安心できる牛肉をお届けするた

めに、国内産牛肉の生産・飼育の履歴

を遡ることのできるトレーサビリティ

の強化を進め、システム構築を行って

います。

また、データベース化した耳標と枝肉

ナンバーを管理。ボックスミートに添

付されたラベルの枝肉ナンバーから流

通履歴を追跡することができます。

 ●�100％植物性の安全な飼料を使用

牛の飼育と生産を担当するニッポンフ

ィード牧場㈱では、これまでも肉骨紛

の使用は一切ありません。抗生物質も

使用せず、自然のハーブなどを使用す

ることで病気を抑え、植物性飼料だけ

で健康に育てた安心な牛肉を提供して

います。

● BSE（牛海綿状脳症）に対する対策と安全性の確認について ● 安全・安心のためのシステムづくりで万全を期しています

ニッポンフィード牧場の預託農場での耳標管理 植物性１００％の飼料を貯えたタンク

脊髄除去の徹底

『森の薫り』

『ウイニー』

アレルゲン検査のキット使用の研修

省令特定原材料検査キット『ＦＡＳＴＫＩＴ』

『シャウエッセン』

生産履歴追及

ニ
ッ
ポ
ン
フ
ィ
ー
ド

飼  料

素牛農家

履歴証明書

履歴証明書

データベース

ラベルに印字された
枝肉№で追跡可能

※耳標と枝肉№
�により履歴を
　管理します。

素牛・飼料
管理・指導

預託農家

日本フード各社

お取引先様

日本フードパッカー

預  託

（ ）

日本ホワイトファーム㈱知床・ＣＳ農場
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 ●�健康によい肉は、

�健康に育った環境から

鶏、豚を飼育しているファーム部門は

「健康な肉は清浄な環境から生まれ、

人々に健康をもたらす食材となる」と

いう姿勢の下に広大な自然の中で事業

活動を展開しています。



商品企画・開発時の環境対策-4

健康をもたらす食品提供をめざして
食べ物は人間にとって必要不可欠なものです。しかし、近年で
は、食物アレルギーに悩まれている方、生活習慣病の方、ご高
齢の方など、食品を選ぶ際に十分な配慮が必要な方が増えつ

つあります。日本ハムグループでは、そのような方でも安心し
て食べられる食品の開発を行い、多くの方が健康な毎日を過
ごすためのお手伝いができればと考えています。

 ●�健康な関節を、
�毎日の食事でサポート
日本ハム中央研究所では、畜産副産物
が有効成分の宝庫であることに着目し、
その機能性成分の研究に取り組んでき
ました。中でも鶏軟骨　型コラーゲンや
ポークペプチドなどを利用して、多く
の商品を開発しています。『グルコミサ
ンスープ』は中高年の方、スポーツを
する方、力仕事をする方の関節を強化

する機能性食品として、関節に重要な
グルコミサンと　型コラーゲン、コイ
ドロイチン、ビタミンDとカルシウム
を配合したスープです。同群に『コラー
ゲンスープ』『コラーゲンウエハース』
『コラーゲンプラス』『鍛節』『スポルコ
プロ』等があり、また、ポークペプチ
ドの肝機能向上作用で、お酒を飲まれ
る方の健康をサポートする『ペプコー
ルカプセル』の開発・商品化も行って
います。

●�高齢者のための開発商品
 ●�介護食においしさと安心を
�とろみ調整食品『ノムミール』
風味をそこなわずに、牛乳や濃厚流動
食に簡単にとろみをつけることができ
る『ノムミール』を開発、発売いたし
ました。とけやすい顆粒状タイプで、ミ
キサー食にも使用できます。食べにく
かった流動性の介護食を、食べやすく、
かつ、おいしく摂ることができます。

●�高齢者の方に十分な栄養とおいしさを
�『元気いっぴん亭』シリーズ
できるだけ長く健康に暮らしたい。そ
んな高齢者のニーズに応えた『元気いっ
ぴん亭』を発売しました。高齢者に不
足しがちな動物性タンパク質やミネラ
ルを、ご高齢の方でも食べやすく簡単
にお召し上がりいただけるシリーズで
す。このシリーズは、厚生労働省より
制度化された保健機能食品（栄養機能
食品）の規格基準に適合した商品です。

●�特定保健用食品
 ●�血糖値が気になる方に
�『Dr.のむヨーグルト』
日本ルナ�では、食後の血糖値の急激
な上昇をおだやかにする特定保健用食
品『D r. のむヨーグルト』を発売して
います。低脂肪・砂糖不使用の低カロ
リータイプで、ダイエット中の方にも
おすすめの商品です。

 ●�血中コレステロールを低下させる
�『ワンディバランス』
脂肪分を50％カットし、 植物性油脂
を配合して最適の脂肪酸バランスを実
現した『ワンディバランス』は、血液
中のコレステロールを低下させる働き
のある大豆グロブリンを配合。お肉類
は好き、でもコレステロールが気にな
るという方の食生活改善に役立つ、厚
生労働省許可の特定保健用食品です。

『ワンディバランス』

『Dr.のむヨーグルト』

『コラーゲンウエハース』

『グルコサミンスープ』
『ノムミール』

『コラーゲンプラス』

『鍛節』

『スポルコプロ』

『スポルコプロパウダー』

『コラーゲンスープ』
 ●�お肉の「タンパク質」と

血液中の赤血球をつくる
�「鉄分」をしっかり補給！

 ●�お肉の「タンパク質」と
歯や骨をつくる「カルシ
ウム」をしっかり補給！

●�食物アレルギーに対応した
�アレルゲン除去食品開発
日本ハム中央研究所では、食物アレル
ギーをお持ちの方でも安心して食べら
れるアレルゲン除去食品『アピライト』
シリーズの開発を行っています。『アピ
ライト』は、食肉製品で初めての厚生労
働省の許可を得たアレルゲン除去食品

（卵・牛乳アレルギー用）です。

アレルギー対策の『アピライト』シリーズ



ファーム・処理工場での取り組み-1

畑からの力を、再び有機肥料として農地に還元する知床地区の取り組み

日本ハムグループの事業の最も川上に位置するのが、家畜の

生産飼育・処理を行っているファーム・処理事業です。北海道知

床地区では、グループ会社が協力しあい、すべての資源を有効

利用し廃棄物をゼロにするゼロ・エミッションを目指した環境

活動を行っています。この実現は、清浄な飼育環境と衛生的な

管理体制をもたらし、品質の高い食肉生産と両輪をなしていま

日本スワイン農場
豚糞尿

日本ホワイトファーム
鶏ふん

日本ホワイトファーム
食品工場

日本フードパッカー
道東工場

汚泥・残渣等

木の皮

水　分

微生物資材

発酵熱ボイラー・暖房

メタンガス ビニールハウス苗栽培 野菜

固形物・生ふん

〈有機肥料〉

麦わら堆肥

バーク堆肥

液状コンポスト

発酵鶏ふん

生鶏ふん

コンポストグリーン

クリーンユーキ

発酵鶏ふんペレット

有機家族

お
　
　
　
取
　
　
　
引
　
　
　
先
　
　
　
様

農
　
　
　
　
地
　
　
　
　
還
　
　
　
　
元

肥料センター飼 育 舎

ファーム･処理事業のゼロ･エミッションへの取り組みと、

資源の農地への還元と循環の仕組みづくり。

メタンボイラー

有機野菜農場

温室野菜栽培

日本スワイン農場知床肥料センターで

は、知床地域の畜舎、鶏舎から発生す

る糞尿のすべてを有用微生物を利用し

て処理し、堆肥や有機質肥料、コンポ

ストの生産・販売を行っています。畑

から取れた飼料を餌とする家畜の排泄

物は、有機成分である窒素・リン・カ

リ成分をバランスよく含み、土壌、作

物にとって貴重な資源です。地域のお

取引様を通じて農家の方々にお使いい

ただき、再び畑に戻っていきます。

●�バイオマスエネルギーの利用

日本スワイン農場では、養豚の副産物

として発生する家畜糞尿からメタンガ

スを発酵させ、エネルギーとして再利

用しています。メタン発酵施設から発

生するメタンガスは温水ボイラーの燃

料として利用され、この温水は発酵槽

自体の保温に使われています。さらに、

ファーム内の家畜舎へガス配管を引き、

子豚などの保温に利用しています。こ

の処理段階で家畜糞尿の臭気が取り除

かれるという相乗効果もあります。

●�堆肥熱を利用した温室栽培

バーク堆肥はエアー配管し、ブロアー

で強制通気すると、70度もの発酵堆肥

熱を発生します。この堆肥にパイプを

通し水を循環させることで、堆肥熱を

温水で回収し有効利用することができ

ます。知床肥料センターでは、この堆

肥熱で温められた温水をビニールハウ

ス内に引き込み、その熱を利用して野

菜や花の栽培を行っています。

●�ファーム内から発生する

�排水を回収して処理

日本ホワイトファームの鶏舎内で発生

する汚水は沈殿池で集め、排水処理施

設に運搬し浄化させて放流しています。

汚水の回収は、ファーム内での雑菌の

繁殖を防ぎ、クリーンで安全な『知床

どり』の飼育に貢献しています。

麦わら　稲わら

発酵

メタン発酵・曝気

発酵

乾燥・篩分・計量・袋詰

発酵・造粒・乾燥
篩分・計量・袋詰

ペレット加工・乾燥
篩分・計量・袋詰

発酵・造粒・乾燥
篩分・計量・袋詰

固形分離

汚水処理

各種
有機原料

排水処理施設

※ゼロ･エミッション／企業活動や生産活動を通じて、排出物･廃棄物を一切出さないようにする取り組みのことです。　※コンポスト／生ごみを発酵させて堆肥にする処理方式です。

飼
　
　
　
　
　
　
　
　
料
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ファームでのゼロ・エミッションへの取り組み

日本ホワイトファームと地域事業体との連携が生み出した宮崎地区の「循環する大地」

宮崎地区では、ファーム事業と有機肥料生産事業体、地域が

一体となった独自の環境活動が実現されています。産業廃棄

物となる鶏ふんを原料とし、有機肥料として再利用されるこ

とで、環境へのアウトプット低減からゼロ・エミッションへ、

さらに循環型リサイクル社会への取り組みが行われています。

●�おいしいワインの基本は土づくり

�健全なぶどうの木から、

�最高のワインが生まれる。

宮崎環境保全農業協同組合独自の高温・

長期発酵技術から生み出されるのが、

微生物的土壌活力強化肥料の『いぶき』

と発酵完熟有機肥料『みなみ』です。こ

の肥料を使って健全な土づくりを行っ

ているのが地元の都農ワイナリー様で

す。ワインの質は、原料となるぶどうの

質に大きく左右されます。都農町が進

める『グリーンガイア』を使った食品

・汚泥の発酵肥料を一緒に使用し、健

全なぶどうづくりを進めています。こ

の肥料を使うことで、農薬の散布がこ

れまでの十分の一に減少。鶏ふんを原

料とする宮崎環境保全農業協同組合の

有機肥料が大きく役立っています。

大地の資源を本来のサイクルに戻すこ

とで得られたこのワインは、まさに地

球を救う一滴といえるものです。

宮崎県で鶏の飼育事業を行っている日

本ホワイトファームから排出されるす

べての鶏ふんは宮崎環境保全農業協同

組合で有機肥料として生まれ変わりま

す。安全な飼料で健康に飼育された鶏

ふんには、よい土壌を生み出すさまざ

まな有機物が含まれています。宮崎地

区では、鶏ふん肥料が豊かなぶどう作

りに利用され、美味しいワインの醸造

に貢献しています。この資源の循環の

仕組みをご紹介します。

●�土本来の生命力を甦らせる有機肥料

宮崎環境保全農業協同組合は、日本ホ

ワイトファームから排出される鶏ふん

を優れた有機肥料に再資源化し、本来

の土づくりに貢献しています。美味で

健康な農作物は、肥沃な土の養分を吸

収して育まれます。肥沃な土づくりに

欠かせないのが微生物の働きです。土

づくりは、その微生物が本来持ってい

る力を引き出すもので、微生物の活性

には有機肥料が大きな役割を果たしま

す。

安全な飼料から有機肥料へ、そして良質のワインが生まれる。

宮崎地区での循環型環境リサイクルへの取り組み。

微生物的土壌
活力強化肥料
『土のいぶき』

都農ワイナリー様のワイン樽

発酵完熟有機肥料
『みなみ』

微生物によっていい土ができる

牧内農業生産組合ぶどう園様

有機肥料

健康な飼料

鶏ふん

都
農
ワ
イ
ナ
リ
ー

宮
崎
環
境
保
全
農
業
協
同
組
合

日
本
ホ
ワ
イ
ト
フ
ァ
ー
ム

炭化炉

発酵槽

ペレットマシン設備
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加工工場での環境活動への取り組み

従業員の環境への思いが、大幅な環境負荷を削減しました

日本ハム和歌山工場では、2001年9月にISO14001を認証取得

しました。これを期に、和歌山工場では環境保全活動と経営

改善を結びつけたさまざまな取り組みを実施しています。そ

れらの取り組みは、具体的な数字として2001年下期から大幅

な改善効果として現れました。工場の従業員一人一人が自分

の役割を理解し、チームワークで確実に業務を行った結果が

花開き、一段とレベルアップが期待されます。和歌山工場の

2001年度の取り組みをご紹介いたします。

●�水資源の再利用

和歌山工場では、排水処理施設で浄化

した水を、もう一度屋外の清掃用水や

焼却炉の洗浄水として再利用していま

す。

●�全従業員の意識改革を目指した

�環境教育・啓蒙活動体系

和歌山工場では、環境保全への意識改

革を行うため、綿密な教育プログラム

を構築しています。全従業員への環境

教育・啓蒙を行う一般教育、指定業務

従事者や資格者、内部監査人の養成を

行う専門教育など、各階層にあわせた

プログラムとなっています。また、危

機管理を徹底するために、緊急事態を

想定した模擬訓練も職場ごとに行って

います。

ISO14001認証取得をきっかけに始まった

和歌山工場の環境経営。

和歌山工場遠景

水資源のリサイクル

●�工場内の緑地整備

工場で働く人の憩いの場として、工場

内緑地の整備を行いました。緑地には

休憩用のベンチが置かれ、飲み物の容

器を分別するリサイクルＢＯＸも置か

れています。

●�おいしい食事を提供する従業員食堂

和歌山工場では、従業員食堂での食べ

残しの削減にも取り組んでいます。厨

房スタッフを始め、パートの従業員ま

で全員でメニューを工夫するなど、美

味しく食べ残すことのない食事を提供

し、ゴミ削減に貢献しています。

●�消滅型焼却炉への転換開始

和歌山工場では、さらに廃棄物を削減

しリサイクル効率を高めるために、現

在の焼却炉に代わる動物性残渣消滅型

処理機での新たな分解テストを開始し

ています。

消滅型の処理機で動物性残渣を分解

廃プラスチック

紙屑（再生不可）

木屑

繊維

動物性残渣（再生不可）

廃油

チップ燃殻

脱水汚泥

紙屑

動物性残渣

金属屑

電力　5.9％減

INPUT

原料・副原料
　 108.7％増

ガス 10.5％減

重油　1.6％減

水　　6.9%減

Sox　 94kg減

OUTPUT

NOX 128kg減

CO2 164.8t減

排水量 11.2％減

BOD負荷量 0.2ｔ減

肥料

肥料

紙原料

化成原料

金属原料

63.8％増

8.1％減

12.5％減

38.7％減

10.8％増

22.7%減

焼却 焼却灰 埋立

製品製造量
105.5％増

廃棄物排出量
17.6％減

経済効果
約4,400万円

　　環境目的� 環境目標� 目標値� 実施項目

天然資源の有効活用� 電力使用料の削減� 昨年比2.6％減� 28件

� 燃料使用料の削減� 昨年比2.1％減� 9件

� 用水量の削減� 昨年比4.8％減� 20件

� リサイクル率を維持� 昨年比6.4％減� 31件

� し、廃棄物排出量の�

� 削減をする� （リサイクル率98％）

� 場内緑地の整備

啓蒙活動の推進� 通勤車・納品車へのアイドリングコントロール推進

EMSの効果的運用� 環境会計を導入し、半期毎の効果を集計する

法規制遵守� 届出変更の完了

和
　
歌
　
山
　
工
　
場

製造数量

約9,000ｔ／年

� 平成12年� 平成13年

汚泥� 420.0� 386.0

廃油� 0.9� 0

金属屑� 23.1� 25.6

紙屑� 369.2� 323.1

動物性残渣� 363.6� 226.6

チップ燃殻� 11.6� 19.0

焼却灰� 23.3� 18.0

計� 1211.7� 998.3

0
汚
泥
廃
油
金
属
屑

紙
屑
動
物
性
残
渣

チ
ッ
プ
燃
殻

焼
却
灰

100

200
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400

50

150
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350

450

（単位：ｔ）

（ｔ）

汚泥　38％

動物性残渣
23％

廃油　0％

金属屑　3％

紙屑　32％

焼却灰　2％チップ燃殻　2％

平成12年
平成13年
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本社事務所リサイクル物・廃棄物の発生量の推移

●測定の方法／サンプリング方式（一週間廃棄物の測定を実施）
●主な発生物／古新聞／雑誌／ダンボール／紙コップ／ＯＡ用紙

0

200

600

1200

400

2000年9月 2001年2月 2001年6月 2001年9月 2002年3月

800

1000

排出物合計
1,012.0

廃棄物
672.0

1300
（ｔ）

リサイ
クル物
340.0

802.0

1,236.0

434.0

495.0

865.5

370.5

291.0

623.4

333.3

613.4

340.6

66.4％

33.6％

64.9％

35.1％

57.2％

42.8％

46.5％

53.5％ 55.5％

272.8

44.5％

その他の環境対策―事業所での取り組み

全社的な営業活動での環境保全活動をはじめ、各営業所での身近な取り組みにも力を 注いでいます。

環境保全活動では、各事業で働くグループ従業員一人一人の

意識改革が何よりも大切です。そのため日本ハムグループで

は、各販売部・営業所（グループ会社含め約210カ所）ごとに

環境担当者を選任し、さまざまな環境保全活動を行っていま

す。また、地域と一体となった環境保全活動にも積極的に参

加しています。

 ●�再生紙の使用徹底

事務、営業、広報活動では多くの紙が

使用されます。グループ全体での使用

量を考慮し、森林資源の有効活用のた

め、日本ハムグループでは、事業所で

使用される封筒、各種パンフレット、

名刺、ＰＲ誌、コピー用紙などは優先

的に再生紙を使用しています。

 ●�グリーン購入の推進

オフィスで使用されるさまざまな事務

用品も、古紙を利用し環境に配慮した

「グリーン購入」を進めています。“べ

んりネット”の活用により、エコ商品

の選択をしやすくし、エコ商品の比率

向上に取り組んでいます。

 ●�東北日本ハム㈱会津若松営業所での

�環境保全活動への身近な取り組み

会津若松の営業所では、環境への影響

を少しでも削減できるように、身近な

工夫や改善を行っています。これまで

捨てていたものを再利用することで、

環境保全に役立っています。例えば、

こまめな節電や営業車のアイドリング

ストップを始め、封筒の再利用、カレ

ンダーなど使い終わった用紙も裏面を

利用して封筒にしています。FAX・コ

ピー用紙も両面を使用、トナーもリサ

イクル。給湯室でも、洗剤をできるだ

け使用しないようにしています。

 ●�環境を意識した卓上カレンダー

日本ハムが毎年配布している卓上カレ

ンダーには、月毎に日常生活の中で実

践できる環境保全のためのポイントや、

CO2削減について分かりやすく解説し

てあります。

 ●�福井営業所にエコ・アイスを導入

日本ハム福井営業所では、地域の電力

会社北陸電力が推進するエコ・アイス

を導入しています。エコ・アイスは、

夜間電力を利用して氷や温水を蓄え、

昼間の空調に利用するシステムで、需

要の多い昼間電力を抑えることができ、

省エネルギー及び電力料金の削減に大

きく役立つシステムです。営業所の施

設面積を約3倍拡大したのに対し、使

用電力料は以前の9割程度に抑えられ

ています。

 ●�クリーンエネルギー天然ガス自動車�

　今後の導入を再検討

日本ハムグループでは、環境保全活動

の一環として営業車のクリーンエネル

ギー低公害車の導入を進め、これまで

12台をテスト的に導入いたしました。

しかし、利用者から燃費や駆動力、給

油等でやや問題があることが指摘され

て、現在は、国土交通省の基準に従っ

た「低排出ガス車」の採用を行ってい

ます。

 ●�CCC活動の一環として、

�「アイドリングコントロール運動」

�を全社で展開中

CCC（自然文化創造会議）は、倉本聰

氏、C.W.ニコル氏、椎名誠氏などフ

ィールドワークを主体にした6人の作

家が環境破壊を阻止するために結成し

たグループです。日本ハムグループは、

彼らの活動理念に賛同し、協賛を行う

とともに、その一環として、「アイドリ

ングコントロール運動」の取り組みを

1999年度から実施しています。

日本ハムグループ営業車の多くは、適

正に温度管理された商品を生活者の皆

様にお届けするために冷凍冷蔵車を使

用しています。そのため、品質維持の面

から一律にアイドリングを停止するの

ではなく、運転者の裁量で実施を行う

アイドリングコ

ントロール運動

を行っています。

 ●�事業所での啓蒙・リサイクル活動

本社・支社の環境対策委員や食肉事業

部門のマナー委員会などで、紙のリサ

イクル施設の見学やオフィスのクリー

ン作戦を実施し、環境活動とリサイク

ルの啓蒙活動を行っています。また、

事務所内の各部署にリサイクルボック

スを設置。オフィスの紙ゴミのリサイ

クルを推進し、封筒の再利用、ゴミ箱

の削減、コピー紙の両面利用など、ごみ

の発生抑制に積極的に取り組んでいま

す。例えば、2001年2月と3月での本社

事務部門サンプリング調査比較では、

リサイクル率・廃棄物の削減で、とも

に約20％の改善効果が現れています。

印刷の時なるべくモノクロ印刷にする

再生紙の使用例

インターネットを利用し「グリーン購入」を推進

本社事務環境対策委員会による古紙溶解ラインの見学食肉マナー委員会によるリサイクル活動

卓上カレンダー

福井営業所外観

冷蔵庫前の荷捌場
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従業員一人一人の小さな活動から地域環境の保全運動まで、

一歩一歩、着実な環境活動を実践しています。



その他の環境対策-自然保護活動 日本ハム環境レポート2002活動MAP

 ●�従業員とその家族による

�「森林を守ろう！運動」活動報告

『森の薫り』で展開している『森林を

守ろう！運動』では、日本ハムグルー

プ従業員とその家族がボランティアと

して森林の保護育成に積極的に関って

います。日本ハムは、2002年3月に兵

庫県龍野市大成山の天然林5.25ヘク

タールを『法人の森林』１号地として

国と契約。育林費用等を負担するとと

もに、森林の管理を行うものです。毎

月約2回、10～20人で山に入り、下草

刈りや地ごしらえ、植樹などの森林保

護活動を行っています。

●�2001年度自然保護活動参加状況報告

・2001年10月13日 河口湖『渡り鳥を守るレ

イクサイドクリーンキャンペーン』

・2001年10月14日 相模大堰『テグスクリー

ンキャンペーン』

・2001年11月14日 宮島の森定期巡視

・2002年3月3日 宮島『冬の植物観察会』

苗木を持って大成山へ
河口湖『渡り鳥を守るレイクサイドクリーンキャンペーン』

宮島『冬の植物観察会』

●�自然保護活動を各地で実施

釣り場に残されたテグスや釣り針で命

を落す野鳥は、現在も後をたちません。

また、日本に飛来する渡り鳥も年々減

少しています。日本ハムグループは、

全国各地で行われている（財）日本鳥類保

護連盟主催の野鳥や自然を守る運動を

支援し、従業員のボランティアを社内

で呼びかけています。その一つである

『渡り鳥を守るレイクサイドクリーン

キャンペーン』は、川や湖に放置され

たテグスやゴミの回収を行なうことで、

野鳥と自然を保護することを目的にし

た活動です。

茨城工場

日本ハムファイターズタウン鎌ケ谷

鎌倉ハム富岡商会

和歌山工場

大阪北工場

兵庫工場

小野工場 東北日本ハム

長崎日本ハム

旭川工場

大成山

・ＩＳＯ14001取得（Ｐ.7）
・夏祭り（Ｐ.33）

・ＩＳＯ14001取得（Ｐ.7）
・下館工房「手づくりソーセージ」（Ｐ.34）

・ユニセフカップ2001西宮国際ハーフマラソン（Ｐ.35）
・関西ゴルフクラブＮＨＫチャリティープロアマゴルフ大会（Ｐ.35）
・六甲山コープふれ合い虹っ子満腹ウォーク（Ｐ.36）

・セレッソ大阪・長居小学校サッカー教室（Ｐ.33）
・セレッソ大阪杯フットサルトーナメント（Ｐ.36）
・ニッポンハム・サッカーフェスティバル（Ｐ.36）
・ニッポンハムカップ FUNKY SOCCER FESTA（Ｐ.36）

・ＩＳＯ14001取得（Ｐ.7）

・ＩＳＯ14001取得（Ｐ.7）

・環境保全活動（Ｐ.23）

・福井営業所エコ・アイス導入（Ｐ.23）

・千里浜ちびっこ駅伝（Ｐ.35）

・ＩＳＯ14001取得（Ｐ.7）
・リサイクル活動（Ｐ.21）
・納涼祭（Ｐ.34）

・ＩＳＯ14001取得（Ｐ.7）
・盆踊り大会（Ｐ.34）

・ＩＳＯ14001取得（Ｐ.7）

徳島工場

・ＩＳＯ14001取得（Ｐ.7）
・阿波踊り（Ｐ.34）

・第3回関東学童軟式野球大会（Ｐ.35）

・河口湖「渡り鳥を守るレイクサイドクリーンキャンペーン」（Ｐ.25）

・相模大堰「テグスクリーンキャンペーン」（Ｐ.25）

・工場見学（Ｐ.33）

・カール・レイモン記念
　コーナー（Ｐ.34）

・むつ湾東海岸美浜推進DAY（Ｐ.34）

日本ホワイトファーム東北事業所

・宮崎環境保全農業協同組合（Ｐ.20）

・宮島の森
　冬の植物観察会
　（Ｐ.25）

・みんなの森林プロジェクト（Ｐ.11）

日本ホワイトファーム
宮崎事業所

・知床ＣＳ農場（Ｐ.14）

日本ホワイトファーム

・知床肥料センター（Ｐ.17）

日本スワイン農場

●�環境経営のツールとして

日本ハムグループでは今後この環境会

計を経営の意思決定ツールとして活用

していきたいと考えています。その為

には、効果を金額換算する標準的方法

を検討する事とハム・ソーセージ部門

から全社への適用拡大に向けて進めて

まいりたいと思います。

●�効果の把握範囲

金額的効果については、下記の明確に

金額換算できるものに限定して算出し

ています。リスク削減効果やその他の

関連効果も多くあるものと考えますが、

算定根拠が社会的にも確立されていな

い為、現時点では算出しておりません。

環境保全効果については物量による増

減効果として併記する方法をとってい

ます。�

金額的効果（明確に換算可能なもの）

環境保全効果（物量による環境負荷削減効果）

分類� 効果金額
①省エネによる費用削減効果（電力・燃料・水）�3,996万円
②廃棄物削減による費用削減効果� 3,003万円
③リサイクルによる有価物件売却額� 171万円
合計� 7,170万円

日本ハムグループでは環境省ガイドラ

インに準拠した算出基準を設定し2000年

度よりハム・ソーセージ事業部門にて

環境会計を試行してまいりました。

2001年度の環境保全コストと効果の算

出結果は右記の通りとなりました。

★集計対象　ハム・ソーセージ事業部門の９工場
（日本ハム㈱旭川、茨城、大阪北、和歌山、兵
庫、徳島、小野各工場及び静岡日本ハム㈱、長
崎日本ハム㈱）�      
★対象期間　2001年４月１日～2002年３月31日

〈算定方法に関する注記事項〉
※固定資産は当期取得額を投資額として計上しています。（当期費用には減価償却費は含まれておりません。）�
※環境目的とされる費用を集計していますが、他目的との複合的なコストは差額方式または按分方式にて算出しています。
�
※人件費は環境目的分を算出し、全て管理活動コストに算入しています。

分類� � 効果（低減）量� 昨年対比　
①廃棄物再資源化率� 77.60％� 0.2％増加 

②廃棄物処分量�� 389t削減� 11.0％削減 
 � 　（原単位効果）� �（11.4%削減）
③燃料（原油換算）� 462kl削減� 2.8%削減 
  �　（原単位効果）� �（5.5%削減）
④購入電力� � 1,860千kwh削減� 2.5%削減 
  �　（原単位効果）� �（5.0%削減）
⑤ＣＯ２排出量�� 1,936t削減� 2.7％削減 
 �　 （原単位効果）� �（5.2%削減）
⑥用水� � 73,651ｍ３削減� 4.0％削減 
 �　 （原単位効果）� �（6.5%削減）

環境保全コスト 単位：万円

分類� 主な内容� 投資額� 当期費用�コスト合計
事業エリア内コスト� �  1,590� 40,645� 42,235
� 公害防止コスト� 大気・水質・騒音・悪臭の防止など� 164� 9,168� 9,332
� 地球環境保全コスト� 温暖化防止（省エネ）、オゾン層保護 �  633� 4,603� 5,236
� 資源循環コスト� 廃棄物処理、減量化、リサイクル対策 �  793� 26,874� 27,667
上下流コスト� グリーン購入、容器包装対策など� �  4,202� 4,202
管理活動コスト� 環境教育、ISO14001、人件費など� � 9,877� 9,877
社会活動コスト� 緑化、地域活動、支援、情報開示など� � 1,781� 1,781
環境損傷コスト� 修復（及び引当金）の為の費用� � 91� 91
合計� �  1,590� 56,596� 58,186

環境会計

内
　
訳

相模大堰『テグスクリーンキャンペーン』

従業員自ら環境保護活動に参加することで、

環境への意識を高め、自然保護に貢献しています。

日本ハム環境レポート

2002活動MAP
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環境活動に関するデータ

日本ハムグループでは、各ファーム、各工場、営業活動にお

ける2001年度の環境活動の全体像を捉え、目標達成の評価と

次年度への目標設定のために、原材料・エネルギーなどのイ

ンプットデータ、大気排出などの環境へのアウトプット・デ

ータ、さらに、廃棄物の再資源化などのリサイクル率を独自

に集計しています。（表中の2001年度(注)及び2000年度の各実

績は、『環境レポート2001 日本ハム 環境への取り組み』に掲

載した事業所を対象としています ）

データから見る環境活動
� � 原油（kl）
A重油� 1kl� 1.01
灯油� 1kl� 0.96
都市ガス�1千m3� 1.06
LPG� 1t� 1.30

� CO2� NOx� SOx
A重油� 2,698㎏-CO2/kl� 2.10㎏/kl� 8.4㎏/kl
灯油� 2,528㎏-CO2/kl� 1.70㎏/kl� 0.13㎏/kl
都市ガス� 1.991㎏-CO2/m3� 1.71×10-3㎏/m3� －
LPG� 3,007㎏-CO2/t� 2.84㎏/t� －
購入電力�0.384㎏-CO2/kWh� 2.92×10-4㎏/kWh� －
ガソリン� 2,359㎏-CO2/kl� 8.2㎏/kl� 0.16㎏/kl
軽油� 2,644㎏-CO2/kl� 18.3㎏/kl� 0.83㎏/kl

出典：�CO2：�環境活動評価プログラム－エコアクション21－ 1999年9月　環境庁� �

NOx：�環境活動評価プログラム－エコアクション21－ 1999年9月　環境庁� �

SOx：算定根拠：比重（kg/l）×硫黄含有率（%）×0.01×64（SO2）÷32（S）� ×

1,000　数値は、あくまで参考値。（ＪＩＳ規格上限ぎりぎりの燃料を使用し、そ

の含有硫黄がすべて完全燃焼した上で、�それがすべて排出された場合と想定し

た場合の条件）

出典：�エネルギー使用の合理化に関

する法律施行規則（抄）

エネルギーのＣＯ2および大気汚染物質の排出係数各エネルギーの燃料（原油）換算係数

●工場（パッカー、ハム・ソーセージ事業、加工食品事業） ●ファーム（食肉事業・肥育）

●表中の2001年度（注）及び2000年度の各実績は、『環境レポート2001 日本ハム 環境への取り組み』に掲載した事業所を対象としています。
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排水

製造数量

エネルギー
・用水

副産物・
廃棄物

大気排出

Ｉ
Ｎ

Ｏ
Ｕ
Ｔ

● エネルギー・用水の使用量

● 原単位当たりの推移

※原単位とは、製造1ｔ当たりの使用量または、排出量などを表します。

● 大気排出量

● 副産物、廃棄物の発生及び再資源化状況

� � 2001年度� 2001年度（注）� � 2000年度
A重油� （kl）
灯油� （kl）
都市ガス�（千m3）
LPG� （t）
購入電力�（千kWh）
用水� （千m3）

� � 2001年度� 2001年度（注）�� 2000年度
CO2� （千t－CO2）
NOx� （t）
SOx� （t）

� � 2001年度� 2001年度（注）� �2000年度
� ｔ
燃料� l/t
電力� kWh/t
用水� m3/t
排出量� ㎏/t
再資源化量�㎏/t
処分量� ㎏/t
� m3/t
CO2� ㎏-CO2/t
NOx� ㎏/t
SOx� ㎏/t

� � ２００1年度� � �2001年度（注）��� ２０００年度
� 排出量�再資源化量�再資源化率�排出量�再資源化量�再資源化率� 排出量�再資源化量�再資源化率
 � （ｔ）� （ｔ）� （％）� （ｔ）� （ｔ）� （％）� （ｔ）� （ｔ）� （％）
余剰汚泥
廃油
廃プラスチック
動植物性残渣
紙くず・廃段ボール
金属くず
ガラスくず
焼却灰
その他
計

対象：日本ホワイトファーム㈱4事業所、日本スワイン農場㈱4事業所

● エネルギー・用水の使用量

※「動物の糞尿」は、計量方法を変更しました。

● 大気排出量

● 副産物、廃棄物の発生及び再資源化状況

� � 2001年度� 2000年度
A重油� （kl）
灯油� （kl）
都市ガス�（千m3）
LPG� （t）
購入電力�（千kWh）
用水� （千m3）

� � 2001年度� 2000年度
CO2� （千t－CO2）
NOx� （t）
SOx� （t）

� � ２００1年度� � � 2000年度� �
� 排出量� 再資源化量�再資源化率�排出量� 再資源化量�再資源化率
 � （ｔ）� （ｔ）� （％）� （ｔ）� （ｔ）� （％）
余剰汚泥
廃油
廃プラスチック
動植物性残渣
紙くず・廃段ボール
金属くず
ガラスくず
焼却灰
動物の糞尿
その他
計

エネルギー原　料

554,312t

製　品

591,336t

処分量：17,088t

再資源化量

　　　：69,749t

再資源化率

　　　：80.3％

廃棄物

86,837t

排　水大気排出

CO2：290千t-CO2

NOx：232t

SOx：384t

排水：7,576千m
3

燃料：69,925 

電力：291,082千kWh

用水：9,265千m
3

INPUT

OUTPUT

INPUT

OUTPUT

エネルギー飼　料

ブタ：20万t

トリ：26.5万t

ブタ：60万頭

トリ：4,100万羽

製　品

処分量：219t

再資源化量

　　：335,664t

再資源化率

　　：99.9％

廃棄物

335,883t

排　水大気排出

CO2：73千t-CO2

NOx：57t

SOx：34t

排水：483千m
3

燃料：22,941 

電力：40,654千kWh

用水：655千m
3

INPUT

OUTPUT

INPUT

OUTPUT
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〈副産物・廃棄物の排出量と再資源化率〉〈CO2排出量〉

2001年度 2001年度（注） 2000年度 2001年度 2001年度（注） 2000年度

80.3％

製造数量
591,336ｔ

79.8％

71,904ｔ

製造数量
503,455ｔ

74.0％

63,955ｔ
製造数量
483,771ｔ
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〈副産物・廃棄物の排出量と再資源化率〉

2001年度 2000年度

99.9％

335,883ｔ

100％

327,665ｔ

� � 45,668� 34,793� � 34,869
� � 1,014� 677� � 607
� � 650� 650� � 685
� � 17,030� 16,105� � 13,167
� � 291,082� 240,975� � 231,281
� � 9,265� 7,665� � 7,344

� � 290� 238� � 225
� � 232� 191� � 180
� � 384� 292� � 293

� 26,272� 18,341� 69.8�20,760� 13,540� 65.2�21,926� 12,731� 58.1
� 2,861� 2,844� 99.4� 2,780� 2,771� 99.7� 2,690� 2,630� 97.8
� 3,727� 118� 3.2� 2,910� 113� 3.9� 2,908� 1� 0.0
� 39,609� 35,847� 90.5�33,069� 29,786� 90.1�24,660� 21,598� 87.6
� 10,340� 9,542� 92.3� 9,122� 8,765� 96.1� 8,449� 7,980� 94.4
� 1,264� 1,074� 85.0� 1,127� 977� 86.7� 1,057� 1,002� 94.8
� 16� 8� 47.4� 14� 8� 52.9� 105� 87� 82.3
� 572� 102� 17.8� 566� 102� 18.0� 627� 48� 7.7
� 2,177� 1,875� 86.1� 1,555� 1,324� 85.2� 1,532� 1,222� 79.8
� 86,837� 69,749� 80.3�71,904� 57,384� 79.8�63,955� 47,298� 74.0

� � 3,884� 4,449
� � 11,007� 10,855
� � 0� 0
� � 6,501� 3,908
� � 40,654� 33,186
� � 655� 630

� � 73� 64
� � 57� 49
� � 34� 39

� 14,404� 14,404�100.0� 9,975� 9,949� 99.7
� 3� 0� 0.0� 2,677� 2,650� 99.0
� 127� 95� 74.7� 5� 0� 0.0
� 465� 465�100.0� 90� 90� 100.0
� 32� 6� 19.7� 2� 0� 0.0
� 105� 23� 22.0� 7� 0� 0.0
� 3� 0� 0.0� 0� 0� 0.0
� 197� 197�100.0� 198� 198� 100.0
� 320,467�320,467�100.0�314,711� 314,711� 100.0
� 81� 7� 8.6� 0� 0� 0.0
� 335,883�335,664� 99.9�327,665� 327,598� 100.0

� � 591,336� 503,455� � 483,771
� � 118� 114� � 111
� � 492� 479� � 478
� � 16� 15� � 15
� � 147� 143� � 132
� � 118� 114� � 98
� � 29� 29� � 34
� � 13� 13� � 13
� � 491� 472� � 466
� � 0.39� 0.38� � 0.37
� � 0.65� 0.58� � 0.61



環境活動に関するデータ

●パッカー（食肉事業・処理） ●ハム・ソーセージ事業

対象：日本フードパッカー㈱5工場、日本フードパッカー四国㈱、日本フードパッカー鹿児島㈱、日本ホワイトファーム㈱4工場 対象：日本ハム㈱7工場、静岡日本ハム㈱、長崎日本ハム㈱、東北日本ハム㈱2工場、協同食品㈱、南日本ハム㈱、㈱函館カールレイモン、ベルタスフーズ㈱、

� ㈱鎌倉ハム富岡商会、トーチクハム㈱�        
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排水

製造数量

エネルギー
・用水

副産物・
廃棄物

大気排出

Ｉ
Ｎ

Ｏ
Ｕ
Ｔ

● エネルギー・用水の使用量

● 原単位当たりの推移

※原単位とは、製造1ｔ当たりの使用量または、排出量などを表します。

● 副産物、廃棄物の発生及び再資源化状況

� � 2001年度� 2000年度
A重油� （kl）
灯油� （kl）
都市ガス�（千m3）
LPG� （t）
購入電力�（千kWh）
用水� （千m3）

� � 2001年度� 2000年度
CO2� （千t－CO2）
NOx� （t）
SOx� （t）

� � 2001年度� 2000年度
�  t 
燃料� l/t
電力� kWh/t
用水� m3/t
排出量� ㎏/t
再資源化量�㎏/t
処分量� ㎏/t
� m3/t
CO2� ㎏-CO2/t
NOx� ㎏/t
SOx� ㎏/t

� � ２００1年度� � � 2000年度
� 排出量�再資源化量�再資源化率�排出量�再資源化量�再資源化率
 � （ｔ）� （ｔ）� （％）� （ｔ）� （ｔ）� （％）
余剰汚泥
廃油
廃プラスチック
動植物性残渣
紙くず・廃段ボール
金属くず
ガラスくず
焼却灰
その他
計

排水

製造数量

エネルギー
・用水

副産物・
廃棄物

大気排出

Ｉ
Ｎ

Ｏ
Ｕ
Ｔ

● エネルギー・用水の使用量

● 原単位当たりの推移

※原単位とは、製造1ｔ当たりの使用量または、排出量などを表します。

● 副産物、廃棄物の発生及び再資源化状況

� � 2001年度� 2001年度（注）� � 2000年度
A重油� （kl）
灯油� （kl）
都市ガス�（千m3）
LPG� （t）
購入電力�（千kWh）
用水� （千m3）

� � 2001年度� 2001年度（注）�� 2000年度
CO2� （千t－CO2）
NOx� （t）
SOx� （t）

� � 2001年度� 2001年度（注）� �2000年度

� � ２００1年度� � �2001年度（注）��� ２０００年度
� 排出量�再資源化量�再資源化率�排出量�再資源化量�再資源化率� 排出量�再資源化量�再資源化率
 � （ｔ）� （ｔ）� （％）� （ｔ）� （ｔ）� （％）� （ｔ）� （ｔ）� （％）
余剰汚泥
廃油
廃プラスチック
動植物性残渣
紙くず・廃段ボール
金属くず
ガラスくず
焼却灰
その他
計

� ｔ
燃料� l/t
電力� kWh/t
用水� m3/t
排出量� ㎏/t
再資源化量�㎏/t
処分量� ㎏/t
� m3/t
CO2� ㎏-CO2/t
NOx� ㎏/t
SOx� ㎏/t

エネルギー原　料

271,245t

製　品

241,211t

処分量：8,699t

再資源化量

　　　：31,185t

再資源化率

　　　：78.2％

廃棄物

39,884t

排　水大気排出

CO2：51千t-CO2

NOx：40t

SOx：109t

排水：2,900千m
3

燃料：14,861 

電力：31,957千kWh

用水：3,651千m
3

INPUT

OUTPUT

INPUT

OUTPUT

エネルギー原　料

134,360t

153,379t

製　品

処分量：3,730t

再資源化量

　　：16,259t

再資源化率

　　：81.3％

廃棄物

19,989t

排　水大気排出

CO2：93千t-CO2

NOx：72t

SOx：163t

排水：2,615千m
3

燃料：21,591 

電力：93,384千kWh

用水：2,484千m
3

INPUT

OUTPUT

INPUT

OUTPUT

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

0

200

400

600

800

1000

0

20

40

60

80

100

排
出
量
（
千
ｔ
―
ＣＯ２
）

原
単
位
（
㎏
―
ＣＯ２
／
ｔ
）

排
出
量
（
ｔ
）

再
資
源
化
率
（
％
）

〈副産物・廃棄物の排出量と再資源化率〉〈CO2排出量〉

2001年度 2000年度 2001年度 2000年度

78.2％

製造数量
241,211ｔ

213
51

45

196
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200
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300

39,884ｔ

70.5％

製造数量
231,320ｔ

32,684ｔ
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〈副産物・廃棄物の排出量と再資源化率〉〈CO2排出量〉

2001年度 2001年度（注） 2000年度 2001年度 2001年度（注） 2000年度

81.3％

製造数量
153,379ｔ

606

93

71

711
674

69

0

50

100

150

200

250

300

19,989ｔ

79.9％

製造数量
102,376ｔ

14,022ｔ

77.3％

製造数量
99,740ｔ

15,582ｔ

●表中の2001年度（注）及び2000年度の各実績は、『環境レポート2001 日本ハム 環境への取り組み』に掲載した事業所を対象としています。

● 大気排出量 ● 大気排出量

� � 12,940� 12,210
� � 149� 96
� � 0� 0
� � 1,268� 34
� � 31,957� 31,275
� � 3,651� 3,568

� � 51� 45
� � 40� 35
� � 109� 103

� � 19,343� 14,233� � 14,653
� � 532� 243� � 237
� � 9� 9� � 0
� � 1,181� 876� � 916
� � 93,384� 71,237� � 73,097
� � 2,484� 1,758� � 1,832

� � 93� 69� � 71
� � 72� 54� � 55
� � 163� 120� � 123

� 6,971� 6,844� 98.2� 4,245� 4,179� 98.4� 4,746� 4,677� 98.5
� 314� 312� 99.4� 241� 239� 99.3� 747� 745� 99.8
� 2,364� 78� 3.3� 1,858� 73� 3.9� 2,150� 1� 0.0
� 5,243� 4,290� 81.8� 4,073� 3,296� 80.9� 3,423� 2,406� 70.3
� 3,711� 3,519� 94.8� 2,957� 2,852� 96.5� 3,669� 3,610� 98.4
� 298� 273� 91.4� 178� 175� 98.3� 276� 273� 99.1
� 9� 4� 41.5� 7� 4� 50.9� 17� 0� 2.7
� 151� 101� 66.8� 146� 101� 69.1� 235� 45� 19.1
� 929� 838� 90.2� 318� 287� 90.2� 320� 296� 92.3
� 19,989� 16,259� 81.3�14,022� 11,206� 79.9�15,582� 12,053� 77.3

� 12,416� 5,990� 48.2�12,601� 4,730� 37.5
� 5� 2� 37.0� 47� 4� 8.5
� 161� 0� 0.0� 225� 0� 0.0
� 26,059� 24,069� 92.4�18,529� 17,284� 93.3
� 123� 100� 81.2� 108� 47� 43.6
� 75� 7� 8.7� 103� 59� 57.3
� 1� 0� 0.0� 3� 0� 1.6
� 23 � 1� 5.8� 13� 3� 23.1
� 1,021� 1,016� 99.5� 1,055� 927� 87.8
� 39,884� 31,185� 78.2�32,684� 23,054� 70.5

� � 153,379� 102,376� � 99,740
� � 141� 154� � 163
� � 609� 696� � 733
� � 16� 17� � 18
� � 130� 137� � 156
� � 106� 109� � 121
� � 24� 28� � 35
� � 17� 18� � 20
� � 606� 674� � 711
� � 0.47� 0.52� � 0.55
� � 1.06� 1.17� � 1.23

� � 241,211� 231,320
� � 62� 54
� � 132� 135
� � 15� 15
� � 165� 141
� � 129� 100
� � 36� 42
� � 12� 13
� � 213� 196
� � 0.17� 0.15
� � 0.45� 0.44



環境活動に関するデータ

８５年 ９０

０

２，０００

４，０００

６，０００

８，０００

１０，０００

１２，０００

１４，０００
（億円）

９５ ９６ ９７ ９８ ９９ ００ ９１

関係会社
売上高

本体
売上高

８５年 ９０

０

－２０

－４０

２０

４０

６０

８０

１００

１２０

１４０
（億円）

９５ ９６ ９７ ９８ ９９ ００ ９１

関係会社
利益

本体利益

経常利益

連結売上高

●加工食品事業 ●営業
環境面より見た物質フロー（2001年）�

対象：日本ハム㈱97営業所　自動車：1,078台
対象：日本ハム㈱1工場、日本ハム食品㈱3工場、日本ハム惣菜㈱7工場、日本ドライフーズ㈱、マリンフーズ㈱、日本ピュアフード㈱9工場
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排水

製造数量

エネルギー
・用水

副産物・
廃棄物

大気排出

Ｉ
Ｎ

Ｏ
Ｕ
Ｔ

● エネルギー・用水の使用量

● 原単位当たりの推移

● 副産物、廃棄物の発生及び再資源化状況

� � 2001年度� 2001年度（注）� � 2000年度
A重油� （kl）
灯油� （kl）
都市ガス�（千m3）
LPG� （t）
購入電力�（千kWh）
用水� （千m3）

� � 2001年度� 2001年度（注）�� 2000年度
CO2� （千t－CO2）
NOx� （t）
SOx� （t）

� � ２００1年度� � �2001年度（注）��� 2000年度
� 排出量�再資源化量�再資源化率�排出量�再資源化量�再資源化率� 排出量�再資源化量�再資源化率
 � （ｔ）� （ｔ）� （％）� （ｔ）� （ｔ）� （％）� （ｔ）� （ｔ）� （％）
余剰汚泥
廃油
廃プラスチック
動植物性残渣
紙くず・廃段ボール
金属くず
ガラスくず
焼却灰
その他
計

（自動車を除く）

（自動車を含む）

（自動車を除く）

（自動車を含む）

エネルギー
・用水

販売量

大気排出

Ｉ
Ｎ

Ｏ
Ｕ
Ｔ

● エネルギー・用水の使用量

● 原単位当たりの状況

● 副産物、廃棄物の発生及び再資源化状況

� � ２００1年度
� 排出量�再資源化量�再資源化率
 � （ｔ）� （ｔ）� （％）
紙くず・廃段ボール
その他
計

� t
燃料� l/t
電力� kWh/t
用水� m3/t
燃料� l/t
電力� kWh/t
用水� m3/t
CO2� ㎏-CO2/t
NOx� ㎏/t
SOx� ㎏/t
CO2� ㎏-CO2/t
NOx� ㎏/t
SOx� ㎏/t

�2001年度
247,505
� 0.2
� 98
� 0.1
� 15
� 98
� 0.1
� 38
� 0.03
� 0.00
� 77
� 0.28
� 0.01

� ｔ
燃料� l/t
電力� kWh/t
用水� m3/t
排出量� ㎏/t
再資源化量�㎏/t
処分量� ㎏/t
� m3/t
CO2� ㎏-CO2/t
NOx� ㎏/t
SOx� ㎏/t

� � � 2001年度
� 灯油� （kl）
� 都市ガス�（千m3）
� LPG� （t）
� 購入電力�（千kWh）
� 用水� （千m3）
� 軽油� （kl）
� ガソリン� （kl）
� 天然ガス�（千m3）
� LPG� （kl）

� � � 36
 � � � 5
� � � 5
 � � � 24,138
 � � � 25
� � � 3,206
 � � � 471
 � � � 14
� � � 4

� � � 2001年度

営業所
� CO2� （千t－CO2）

（自動車を除く）
� NOx� （t）

� SOx� （t）

営業所
� CO2� （千t－CO2）

（自動車を含む）
�NOx� （t）

� SOx� （t）

� 834� 418� 50.1
� 828� 298� 36.0
� 1,662� 716� 43.1   

エネルギー原　料

148,708t

製　品

196,746t

処分量：4,659t

再資源化量

　　　：22,306t

再資源化率

　　　：82.7％

廃棄物

26,965t

排　水大気排出

CO2：146千t-CO2

NOx：120t

SOx：112t

排水：2,061千m
3

燃料：33,472 

電力：165,740千kWh

用水：3,130千m
3

INPUT

OUTPUT

INPUT

OUTPUT

工場部門

お客様

処分量：946t

再資源化量

　：716t

再資源化率

　：43.1％

廃棄物

1,662t

営業所
97カ所

販売量
247,505t

自動車

1,078台

大気排出
CO2：9千t-CO2

NOx：7t

SOx：0t

大気排出
CO2：10千t-CO2

NOx：63t

SOx：3t

INPUTINPUT

電　力

24,138千kWh

用　水

25千m
3

燃　料

45

燃　料

3,620
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〈副産物・廃棄物の排出量と再資源化率〉〈CO2排出量〉

2001年度
（自動車を除く）

2001年度
（自動車を含む）

2001年度

43.1％

389.383
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〈副産物・廃棄物の排出量と再資源化率〉〈CO2排出量〉

2001年度 2001年度（注） 2000年度 2001年度 2001年度（注） 2000年度

82.7％

製造数量
196,746ｔ

741

146

109

715735

117

0

50
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300

26,965ｔ

83.8％

製造数量
159,867ｔ

17,998ｔ

77.7％

製造数量
152,711ｔ

15,689ｔ

OUTPUTOUTPUT

●表中の2001年度（注）及び2000年度の各実績は、『環境レポート2001 日本ハム 環境への取り組み』に掲載した事業所を対象としています。

※原単位とは、製造1ｔ当たりの使用量または、排出量などを表します。

※原単位とは、販売1ｔ当たりの使用量または、排出量などを表します。

● 大気排出量

● 大気排出量

� � 13,385� 7,620� � 8,006
� � 333� 286� � 274
� � 641� 641� � 685
� � 14,580� 13,962� � 12,217
� � 165,740� 137,780� � 126,909
� � 3,130� 2,257� � 1,944

� � 146� 117� � 109
� � 120� 97� � 90
� � 112� 64� � 67

� 6,885� 5,507� 80.0� 4,100� 3,371� 82.2� 4,580� 3,324� 72.6
� 2,542� 2,530� 99.5� 2,534� 2,530� 99.8� 1,896� 1,881� 99.2
� 1,202� 40� 3.3� 892� 40� 4.5�  533� 0� 0.0
� 8,306� 7,487� 90.1� 2,938� 2,420� 82.4� 2,709� 1,909� 70.5
� 6,507� 5,923� 91.0� 6,042� 5,813� 96.2� 4,672� 4,322� 92.5
� 890� 795� 89.3� 874� 795� 91.0� 678� 670� 98.7
� 6� 4� 63.2�  6� 4� 64.2� 86� 86� 99.9
� 398� 0� 0.0� 398� 0� 0.0� 378� 0� 0.0
� 228� 20� 8.9� 215� 20� 9.4� 157� 0� 0.0
� 26,965� 22,306� 82.7�17,998� 14,993� 83.3�15,689� 12,191� 77.7

営業所

自動車

� � � 9
� � � 7
 � � � 0
� � � 19
� � � 70
 � � � 3

� � 2001年度� 2001年度（注）� �2000年度
1� � 196,746� 159,867� � 152,711
� � 170� 168� � 163
� � 842� 862� � 831
� � 16� 14� � 13
� � 137� 113� � 103
� � 113� 94� � 80
� � 24� 19� � 23
� � 10� 10� � 10
� � 741� 735� � 715
� � 0.61� 0.61� � 0.59
� � 0.57� 0.40� � 0.44



コミュニケーション活動・1

日本ハムグループの地域コミュニケーション活動

私たちの暮らしを豊かにしていくものとして、地域の方々と

のコミュニケーションがあります。これらの要素もまた、地

球環境と等しく大切にしていかなければならないものだと考

えています。そのため日本ハムグループでは、環境活動の一

環として地域スポーツやお祭り、食文化を通じたコミュニケ

ーション活動にも取り組んでいます。

 ●�全国の工場で

�地域と触れ合うイベントを開催

工場では周辺の地域の人々との交流を

大切にし、地域への貢献を行うために、

毎年各工場ならではの各種イベントが

行われています。

＊日本ハム各工場での2001年度

�地域貢献イベント実施概要

 ● 兵庫工場　盆踊り大会（8月）

�盆踊りをはじめ、金魚すくいなど近隣の方

々が浴衣掛けで楽しんでおられました。

 ● 旭川工場　夏のお祭り会（8月）

�ビンゴやヨーヨーすくいなど会場はお祭り

気分で盛り上がっています。焼き鳥コーナ

ーや各種模擬店は人気の列。民族衣装の出

し物にやんやの喝采でした。

 ● 徳島工場　阿波踊り（8月）

�徳島といえば阿波踊り。当日は徳島工場の

社員130名が日本ハム連として演舞場に

繰り出し、熱い掛け声が続くうち見物客の

拍手が鳴り響きました。

 ● 和歌山工場　納涼祭（8月）

�盆踊り第１部と第2部を中心に、チビッコ

カラオケコンテスト、筋力バトル、大抽選

会とイベントは盛りだくさん。ヨーヨー、

金魚すくい、射的、輪投げに各種フードコ

ーナーとにぎやか。工場の関係者や近隣の

方々を中心に750名が参加し、なごやか

な一夜を共にすごすことができました。

　（2002年度は自粛させていただきました）

 ●�食肉加工文化を伝える

�『函館カール・レイモン記念コーナー』

㈱函館カール・レイモンでは、本社工

場内に「レイモン記念コーナー」を設

け、『胃袋の宣教師』と呼ばれ、“ハム・

ソーセージづくりのマイスター”カー

ル・レイモンが日本に根付かせた食肉

加工文化の足跡を展示しています。函

館の地でおよそ70年、頑固なまでにド

イツ式の製法にこだわった彼のハム・

ソーセージづくりの歴史は、まさに日

本の食肉加工文化の歴史でもあります。

本社工場およびこの展示コーナーでは、

地域の人々をはじめ、全国からの見学

者を迎え入れています。

 ● おいしく学べる　ソーセージ手づくり

　体験『下館工房』

地域の方にハム・ソーセージの食文化

をもっと身近に感じていただくことを

目的に、日本ハム茨城工場に併設して

ソーセージ手づくり体験工房として『下

館工房』を2002年7月に開設しました。

ここでは、本格的なソーセージのつく

り方を2時間かけてじっくりと体験す

ることができます。ハーブや香辛料を

選んで、オリジナルなウインナーソー

セージづくりが楽しく学べると、地域

の方を中心に好評を得ています。

 ●�長居小学校で、セレッソ大阪の選手が

�体育の授業をコーチ

セレッソ大阪では、子供たちにもっと

サッカーに親しんでもらうことを目的

にチームの地元にある長居小学校にコ

ーチ陣を派遣し、体育の授業の中でサ

ッカー教室を開催しました。2001年5

月13日から21日の間、１年生から6年

生の全学年に90分ずつ授業を行い、

初歩的なテクニックから始まり、最後

はコーチ対子供たちのミニサッカーゲ

ームを開催、サッカーの魅力を存分に

伝えました。

 ●�鎌倉ハム工場見学

社会教育の一環として、㈱鎌倉ハム富

岡商会では、小学生を対象に毎年工場

見学を積極的に受け入れています。伝

統的なハムの製造法に触れ、試食をし

た小学生からの文集や絵が今年も送ら

れてきました。

和歌山工場納涼祭

兵庫工場の盆踊り大会の催し

徳島の阿波踊りに参加

むつ湾東海岸美浜の清掃活動に参加

ウインナーソーセージづくりが体験できる下館工房往時の道具の展示も見られる

工場見学で新鮮な印象を受けた小学生たち。文集
や絵がたくさん届きます

ちびっこＦＷ軍団にコーチするセレッソ選手

楽しい授業が終わってみんなで記念撮影

 ●�地域で開催された海岸清掃活動に

�ボランティア参加

日本ホワイトファーム㈱東北事業所で

は、2002年4月20日に行われた『むつ湾

東海岸美浜推進ＤＡＹ』に多くの従業

員が参加し、海岸の清掃活動を行いま

した。この清掃活動は、地域の官民が

一体となって結成された『はまなす美

化協議会』がボランティアを募って実

施したもので、県内各地からこの呼び

かけに賛同し約1,500名ものボランテ

ィアの方が清掃作業に参加、作業が終

わった海岸線は、美浜本来の白い砂浜

が続くきれいな砂浜に戻りました。

旭川工場の夏祭り
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日本ハムグループの積極的なコミュニケーション活動



コミュニケーション活動・2

日本ハムグループのスポーツコミュニケーション活動

 ●�親子で参加する『ニッポンハム・

�サッカーフェスティバル』開催

日本ハムでは、親子で楽しめるスポー

ツイベント『ニッポンハム・サッカー

フェスティバル』を開催しています。

 ●�2001年7月1日セレッソ大阪グラ

ウンド（大阪市舞州）で開催。

約1,200人もの親子に参加をいた

だきました。

 ●�2001年9月16日南津守さくら公

園内スポーツ広場（大阪市）で開

催。子ども約550人、大人約340

人に参加をいただきました。

 ●�2001年11月18日セレッソ大阪グラウ

ンド（大阪市舞州）で開催。子ども

約600人、大人約500人に参加をい

ただきました。

 ●�ニッポンハムカップ

�FUNKY SOCCER FESTA 2001 

2001年3月に、大阪・舞洲スポーツア

イランド内舞州アリーナで、5人制の

ミニサッカー・フットサル大会『ニッ

ポンハムカップ FUNKY SOCCER FESTA 

2001』が開催されました。この大会は

FM802のリスナーから参加チームを募

って行われたもので、男性のみの「エ

キスパートクラス」に60チームが参加、

男女混合の「フレンドリークラス」に

16チームが参加していただきました。

日本ハムはこの大会に、特別協賛企業

として参画しています。

 ●�『ユニセフカップ2001西宮国際

�ハーフマラソン』をサポート

この大会は、アフリカ児童医療救済の

チャリティーレースとして1986年にス

タートしたもので、日本一のチャリテ

ィーマラソンとして知られています。

日本ハムでは、この大会以外にも『芦

屋国際ファン』『尼崎シティ国際マラソ

ン』『神戸バレンタイン・ラブラン』の

ユニセフチャリティーレースをサポー

トしています。

 ●�関東学童軟式野

　球新人大会

千葉県鎌ヶ谷市の

『日本ハムファイ

ターズタウン』で

は、関東軟式野球

連盟連合会ととも

に日本ハムが主催

する第3回関東学童軟式野球新人大会

『日本ハム旗』が開催されました。当

大会は、第１回から日本ハム各営業所

が大会運営のサポートを行っています。

１都7県で行われた予選には195チーム

が参加。11月24日、25日の決勝大会

には各都県を勝ち抜いた8チームが熱

戦を繰り広げ、山梨県の船津少年野球

団が優勝しました。

 ●�和歌山県和歌浦で

�日本初のジャズマラソンを協賛

ジャズマラソンは、マラソンと音楽を

融合させた新しいスタイルのマラソン

大会です。2001年10月28日に、日本初

の『JAZZマラソンin和歌浦』が開催さ

れ、日本ハムは協賛企業として参加し

ました。当日は、約4,300人もの参加者

が集合し、ジャズ演奏をバックに海岸

ランを楽しんでいただきました。

チャリティーレッスンで楽しい１日を

ジャズの演奏を背にスタート！

さわやかな汗を流す参加者

小学４年生から６年生まで男女混合でたすきをつなぐ 家族一緒に森林浴を楽しみながらウォーキング

子どもたちをコーチするセレッソの選手 男女混合のフレンドリークラス

男性のみのエキスパートクラス

（上）子供たちの元気あるプレー
（左）ご家族で熱の入った応援

 ●�家族と一緒に

�C・W・ニコルさんと遊ぼう！ 

日本ハムは、2001年10月21日に生活共

同組合コープこうべ様と大阪北生活共

同組合様とともに『コープ虹っ子・ふ

れあい満腹ウォーク』を開催しました。

このイベントは、六甲山でのハイキン

グや野外バーベキューを通して、家族

の触れ合いと、自然への親しみを深め

ていただくことを目的としたものです。

大阪南津守でのフットサルトーナメント

 ●�NHKチャリティーゴルフ大会

2001年11月13日に、兵庫県の関西ゴル

フクラブで日本ハムが特別協賛してい

る『2001　NHKチャリティープロアマ

ゴルフ大会』が開催されました。この

大会は14回目を迎え、当日集められ

たチャリティー基金は、ＮＨＫ厚生文

化事業団を通じて、さまざまな福祉活

動に役立てられ、回を重ねるごとにチ

ャリティーの輪が広がりを見せていま

す。 

 ● 第15回千里浜ちびっこ駅伝

日本ハムグループでは、多くの子ども

たちがスポーツに触れることのできる

イベントを積極的にサポートしていま

す。当グループが協力している小学生

の駅伝大会『千里浜ちびっこ駅伝大会』

が2002年5月12日に開催されました。

この大会は波が打ち寄せる砂浜を、た

すきを繋ぎながら走る大会で、今回で

15回目の開催となります。当日は96

チームが参加し熱いレース展開とな

りました。参加者からは、友情や頑張

ることの素晴らしさ、環境への心配り

まで多くのことが学べ、思い出に残る

大会になったとの感想をいただいてい

ます。

 ● 関西最大規模のフットサル大会2001

年7月に大阪南津守さくら公園で『セ

レッソ大阪杯フットサルトーナメント

』が開催されました。この大会は、

2002年のワールドカップ開催を記念し

て1997年からスタートしたもので、日

本ハムは、特別協賛企業として本大会

を初回から支援しています。

35

今、生活の質（クオリティ・オブ・ライフ＝Q O L）が注目を

浴びています。当グループの企業メッセージ「幸せな食創り

」は、このQ O Lを高めるお手伝いをしていくことにつながり

ます。日本ハムグループでは、環境保全活動とともに、さま

ざまなスポーツコミュニケーション活動を通じて楽しみを提

供していきたいと考えています。
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環境年表－アンケート

国　　内 社会情勢

●�ＩＳＯ１４００１発効1 9 9 6年（平成8年）

1 9 9 7年（平成9年）

1998年（平成10年）

1999年（平成11年）

2000年（平成12年）

2002年（平成14年）

●第３回気候変動枠組条約締結国

会議（京都）＝ＣＯＰ３（京都）

●�容器包装リサイクル法による回収・

再利用開始

●「特定化学物質の環境への排出

量の改善促進に関する法律（ＰＲ

ＴＲ法）」公布

●「ダイオキシン類対策特別措置法」

公布

●「ダイオキシン類対策特別措置法」

施行

●「容器包装リサイクル法」全面施

行

●�「環境会計ガイドライン」環境庁

公表

●�「環境報告書ガイドライン」環境

庁公表

●「循環型社会形成推進基本法」

公布

●�「環境基本計画」更新

●�「土壌汚染対策法」公布

●「自動車リサイクル法」公布

●�環境開発サミット・ヨハネスブルク

で開催

●地球温暖化対策推進大綱

●�京都議定書批准

●欧州で大洪水

●�ダイアナ元皇太子妃がパリで自動車事故死

●�大規模エルニーニョ発生、世界各地で異常気象

●�消費税５％課税実施

●�病原性大腸菌O-157による集団食中毒が各地で発生

●�冬季オリンピック長野大会開催

●�明石海峡大橋開通

●�和歌山市でカレー毒物混入事件発生

●�第一次小渕内閣成立

●�北朝鮮のミサイル・テポドン１号が三陸沖に着弾

●�江沢民主席が中国国家元首として初来日

●�米下院がクリントン大統領の弾劾訴訟を採決

●「大気汚染防止法施行規則の一

部を改正する総理府令」公布

●「土壌汚染に係る環境基準の一

部を改正する件」告示

●「作物残留及び水質汚濁に係る

農薬登録保留基準を改正する件」

告示

●「海洋汚染及び海上災害の防止

に関する法律の一部を改正する

法律」公布

●「平成１０年度ダイオキシン排出抑

制対策検討会」設置

●「地球温暖化対策の推進に関する

法律」公布

●�悪臭防止法施行規則等の一部改

正

●「工業用水法施行規則の一部を

●�欧州単一通貨（ユーロ）参加11ヵ国で発足

●�ニューヨーク株式、ダウ平均株価史上最高の一万

ドル突破

●�トキの人工孵化に初めて成功

●�トルコ西部で大地震発生、死者1万7000以上

●�東海村で臨界事故発生

●�パキスタンで軍事クーデター

●�マカオ、中国に返還

●�パナマ運河返還

●�北海道・有珠山が噴火

●�介護保険制度スタート

●�第一次森内閣成立

●�プーチン氏露大統領就任

●�小渕元首相死去

●�仏コンコルド機墜落炎上

●�シドニーオリンピック開催

●�ＢＳデジタル放送開始

●�ヨハネスブルグサミット開催

●�欧州、中国、韓国で大洪水

●�成田国際空港第二滑走路使用開始

●�学校完全週休二日制度開始

●�FIFAワールドカップサッカー、日韓同時開催

●�住民基本台帳ネットワークシステム スタート

2001年（平成13年）

●�「環境省」発足

●「ダイオキシン類対策特別措置法」

排出規制

●�「食品廃棄物リサイクル法」施行

●「廃棄物処理法」改正・処分地確認

●�「グリーン購入法」施行

●「ＰＲＴＲ法」施行、対象物質の調

査義務

●�「家電リサイクル法」施行

●�「自動車Ｎｏｘ・ＰＭ法」施行

●�米大統領にブッシュ氏就任

●1府1２省庁体制スタート

●ハワイで実習船「えひめ丸」が米原潜と衝突沈没

●小泉内閣成立

●米、同時多発テロ事件発生

●アフガニスタン報復攻撃タリバン崩壊

●失業率５％台突破

●イチロー大リーグで活躍

●敬宮愛子さま誕生

日本ハム

●�ＰＬ会議に環境部会設置

●�環境室設置

●�環境宣言

●�食肉事業本部安全環境室設置

●�環境憲章制定

●�環境対策委員会設置

●�グリーン購入ネットワークに加盟し、

グリーン購入開始

●�本社事務室環境対策委員会設置

●�自然・文化創造会議／工場（ＣＣ

Ｃ）アイドリングコントロールキャン

ペーン参加

●�ＬＡＮを利用した環境データベース

「環境フォーラム」開設

●�天然ガス車（ＣＮＧ車）初導入（浪

速営業所）

●�倉本聰氏社内講演会実施

●�中央研究所「ゼロエミッション構

築事業」実証実験

●�ＣＮＧ低公害車導入（板橋営

業所）・ＬＰＧ車初導入（名古屋西

営業所）

●�廃棄物管理規程策定

●グリーンマーク事業に参加・化粧箱

にグリーンマーク使用開始

●小野工場が業界初のＩＳＯ１４００１

認証取得

●�焼却炉使用ガイドライン発行

●中期経営計画で環境への取り組

みを盛り込む

●�環境会計会議スタート

●�日本ハムグループ容器包装識別

　マークガイドライン策定

●�生産小委員会設置

●�ＬＡＮを利用した環境データベース

リニューアル「ＥＣＯ ＥＣＯ ２１」が

スタート

●�日本ハムホームページに環境活

動コーナーを新設

●旭川工場ＩＳＯ１４００１認証取得

●長崎日本ハムＩＳＯ１４００１認証取

得

●「遵法経営の確立に向けた取り組

み」スタート

●東北日本ハム本社工場ＩＳＯ１４００１

認証取得

●�容器包装識別マーク開始

●�東京オフィス環境対策委員会設

立

●環境会計試行開始 ハムソーセー

ジ事業本部にて

●「環境レポート２００１　日本ハム環

境への取り組み」発行

●茨城工場ＩＳＯ１４００１認証取得

●兵庫工場ＩＳＯ１４００１認証取得

●和歌山工場ＩＳＯ１４００１認証取得
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日本ハムグループの環境活動年表 環境レポート2001について

今回の「環境レポート2002」のアンケートにも、ぜひご協力ください。

当『環境レポート2002』を最後までお

読みいただき、ありがとうございます。

巻末に今回の内容に関するアンケート

用紙を挟み込ませていただきましたの

で、読後のご感想・ご意見など、ぜひ

お聞かせください。次年度の『環境レ

ポート2003』編集の貴重なご意見とし

て、参考にさせていただきます。

アンケート用紙は、日本ハム環境室ま

でファクスか郵送でお届けください。

多くの方々から貴重なご意見をいただき、ありがとうございました。

日本ハムグループとしてはじめての環

境報告書となった『環境レポート2001

』に関して、数多くの方よりアンケー

トを通じさまざまなご意見、ご感想が

寄せられました。末筆ではありますが、

この場をお借りしてご協力に感謝いた

します。

さて、いただいたアンケートの集計結

果を下記に集計させていただきました。

また、今回の『環境レポート2002』に

反映させていただいたご意見やご感想

も紹介いたします。

 ● 立派過ぎる感じがします。部数も

多くつくりすぎでは？もっとITを活用

した方がよいのではないでしょうか。

今回は、レポートの発行と同時にホー

ムページにも掲載し、印刷部数の削減

を図りました。ITの利用は、今後の課

題として受け止めております。ITをも

っと有効に利用できるように工夫をし

てまいりたいと思います。

 ● 理解しにくい用語が多い

なるべく専門用語には、解説を付記す

るようにしました。

 ● 「安心・安全、健康な食品創り」へ

の

　取り組みをもっと紹介して欲しい。

安心・安全への取り組みについての情

報も掲載させていただきました。

この他、寄せられたアンケートでは、

食品の安全性についての関心の高さを

感じました。食品企業の環境への取り

組みは、食品の安全性を抜きにしては

成り立たないという思いを強く致しま

して、今回の内容になっています。

 ● ホームページで環境情報の提

供

日本ハムのインターネット・ホー

ムページ内に、日本ハムグループ

全体の環境活動を紹介したページ

を設け、環境目標、これまでの取

り組みのトピックスなどを紹介し

ています。ぜひ、本環境レポート ホームページURL　
http://www.nipponham.co.jp/

参考にさせて頂いたご意見

アンケート集計

良い

大変良い
普通

余り良くない

全く良くない 未記入

大変良い� 108� 26.0％

良い� 234� 56.3％

普通� 61� 14.7％

余り良くない� 4� 1.0％

全く良くない� 2� 0.5％

未記入� 7� 1.7％

アンケート合計� 416
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